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　真野町は佐渡島の西部に位置し、小佐渡山脈を南東に背負い、北には国仲平野、西には真野
湾が広がることから、古くから佐渡の政治、文化の中心地として重要な役割を担ってきた街で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しもこ　う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だんぶうじょうある。その痕跡は藤塚貝塚をはじめ、真野古墳群、下国府遺跡、佐渡国分寺跡、壇風城跡など
多くが残されており、『史跡の里』としても知られている。
　佐渡島は太古の造山運動による天然資源に恵まれ、昔からその鉱物資源を求めて人々は山野
に分け入り、多くの鉱山を開発して来た。佐渡では相川金山があまりにも著名であるために、他
はあまり知られていない。当町にも『今昔物語26巻』で砂金取りの舞台となった西三川砂金山
跡をはじめ、花見沢銀山跡、三貫目沢銀山跡など多数の金銀山跡が存在する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　てっぼうば　　　さきんえみち　今回二か年に亘り発掘調査を実施した「鉄砲場・砂金江道遺跡」は、真野湾から4km程内陸に
入った西三川川の本流、金山川と笹川川に挟まれた谷間の集落（金山・笹川地区）に存在する。こ
の遺跡も最盛期には28箇所の稼ぎ場が稼動していたと言われる西三川砂金山遺跡群に含まれる
ものであるが、早くから開かれた稼ぎ場で、戦国時代末には年間3．24kg（18枚）を産出すること
から、既に笹川拾八枚村として成立していた。今は閑静なその30戸程の集落を歩いてみると、
　　　　　　　　　　　　　　　　おおやまつみ集落の入り口にはまず鉱山神を祀る大山祇神社があり、その先にはかつて村の総代であったと
言われる幕末のお屋敷（金子勘三郎家）がある。その奥には代官所跡や御金蔵跡などが続き、往時
の情景を色濃く偲ばせている。そんな地域であるために、以前から地元はもとより、島外の多
くの研究者の方々からも注目を集めて来た。
　このような遺跡に今回一部分とは言え、初めてメスを入れたことは大変意義深いことであり、
それによって、これまで不明確であった採掘に関連する遺構構造の一端を明らかにしたことは、
西三川砂金山の歴史を解明していく上で大きな成果があったと言えよう。
　かつてのゴールドラッシュも、明治5年には産金が落ち込み、閉山に追い込まれてしまった。
しかし、その思いは今でも地元の方々に脈々と受け継がれているように思う。
　今回の調査を最後に当町も幕を閉じるが、新たな行政区分下においても生まれ育った郷土の
歴史や文化を大切にし、絶えることなく後世に引き継いでいくことを強く希望する次第である。
　最後になりましたが、本発掘調査に深いご理解とご協力をいただきました地権者並びに、調
査に参加された方々、そして格別なご指導とご配慮を賜った文化庁記念物課、（法）奈良文化財研
究所、新潟県文化行政課、関係者各位に心から厚く御礼申し上げます。
平成16年2月
真野町教育委員会
教育長豊原久夫

1．
2．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例　　言
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てっぼうば　　　　　さきんえみち本書は一般県道静平・西三川線辺地道路改良事業に伴い実施された、「鉄砲場遺跡・砂金江道遺跡」の埋蔵文化
財発掘調査報告書である。
本遺跡の所在地は、新潟県佐渡郡真野町大字西三川字鉄砲場235、2004－1・8番地他である。
3．事業者は、新潟県佐渡地域振興局地域整備部土木課である。
4．確認調査は平成12年1月17日から同年2月3日まで、真野町教育委員会文化行政係が実施した。
5．発掘調査は、第一次を真野町教育委員会から委託を受けた株式会社中部日本鉱業研究所が平成13年10月1日か
　　ら同年12月18日まで、第二次を株式会社シン技術コンサルが平成14年10月16日から同年12月25日まで実施
　　した。
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6．整理作業は真野町教育委員会から委託を受けた株式会社シン技術コンサルがこれを実施した。
7．本書は「第1章調査に至る経緯」を真野町教育委員会文化行政係主事堅木宜弘、その他を小林一弘（シン技術コン
　　サル）が執筆し、平田がこれを補佐した。
8．本書は、挿図・図版を含む全ての記録をデジタル化して編集した。
9．第二次調査で検出された鍛冶工房と想定される第1号住居跡の床面土壌サンプル、及び鉄倖等の科学的分析は
　　川鉄テクノリサーチ株式会社に依頼し、附編にてその報文を編集・掲載した。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凡　　例
1．本書に使用した遺構名称・番号は調査時のものをそのまま使用している。
2．本書掲載の地図、第1図は国土地理院発行1／50，000地形図「河原田」を使用した。
3．本書の挿図縮尺は、遺構図1／100・遺物図1／1を基本とし、これと異なる場合は、個別に縮尺を記した。
4．全体図及び遺構図の方位は共に座標北を表し、国家座標第V皿系を使用している。
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第1章　調査に至る経緯
　真野町は佐渡島西南部に位置し、小佐渡山脈から延びる丘陵や台地が地勢の大半を占め、町の
　　　　　　　　にし　み　かわ西南部に位置する西三川地区（旧西三川村）には河岸段丘が発達し、起伏に富んだ地形が見られ
る。
　その西三川地区を西三川川に沿って走る一般県道静平・西三川線は、近年の交通量の増加に伴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きんざん　　　　ささがわい、平成5年に全線改良計画が立案された。しかしその上流部（金山川～笹川川間）には多くの埋蔵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てっぼうば　　　　　　　　　　　　　　　さきん文化財包蔵地が点在し、その改良法線の一部がせりば遺跡（恥145）、鉄砲場遺跡（Nd　146）、砂金
え　みち江道遺跡（Nα147）にかかることから、当町教育委員会では佐渡地域振興局（旧相川土木事務所）
と協議し、平成6～7年度に当該地の確認調査を計画した。しかし当該改良工事の事業年度が延
期され、当教委もより緊急性の高い調査を優先し、当該調査への着手を留保した。その後平成11
年度に佐渡地域振興局から事業再開の打診があり、当教委は平成12年度に当該地の確認調査を実
施。その結果を受けて、平成13年度に第一次、平成14年度に第二次本発掘調査を実施した。
第2章調査の経過と方法
1．第一次調査　　（平成13年度）
（1）調査方法
　トータルステーションを用いて遺構等の測量を実施、トレンチ・セクションを設定し、断面図を
作成した。最新のレーザー実測を用いて、遺構情報のデジタル化・3Dによる表現を行えるよう
に努めた。
　写真記録においても、デジタル化処理を施し、将来的にデジタル情報として活用できるように
努めた。真野町教育委員会の発掘作業完了の了承を得て、埋め戻し作業を行い、発掘作業を終了
した。
（2）調査経過
　発掘調査区内の水路は露出した状態であり、レーザー実測を広く実施したいことから、水路等
の遺構の清掃を進め、県道下礫群の検出を行った。水路は県道によって分断されており、県道下
にはシルト層が確認された。水路から北方向につれて礫群が検出され、県道北部分は礫層が深く
なり、トレンチによる確認作業が安全管理上危険と判断し1．5～2mの深さで終了した。
　水路については、レーザー実測を行った後、県道拡幅部分の水路遺構を重機と人力によって除
去し、断面の記録を行った。水路a北側は環状に石積みが確認されたため、清掃後レーザー実測
を行った。調査区北部分の水路cにおいては、安全上からセクションを2箇所設定し、断面確認を
行い終了した。
2第二次調査　　（平成14年度）
（1）調査方法
　本調査区は県道を挟んで東西に対峙しているため、便宜上、県道西側を①調査区、県道東側を
②調査区、北の石積み部を③調査区と区分し調査を実施した。今回の調査では、第一次調査にて
一1一
検出された「水路遺構c」の延長部、伝承「池」あるいは「住居」等の検出が想定されていた。①・③調
査区と②調査区南部の大半で大小様々な石が検出されていたが、石のない②調査区北部について
は、試掘トレンチを設定しこれを調査した。
　測量は国家座標W系を使用し、X＝212370、　Y＝－15350を基準としている。一次調査で使用し
た10m×10mのグリッドを、第二次調査でもそのまま継続した。グリッドは東西方向をア・イ・
ウ…　、南北方向を1・2・3…　と仮称している。この両者が交差するグリッドは、南東隅を基点
とし「アー1」のように呼称した。第二次調査の基準グリッドは、②・③調査区間の「ケー9」となる。
　多量の石にて構築されて検出された各種遺構平・断面図は、手実測の他トータルステーションや
空中写真撮影図化を多用し、効率化に努めた。また遺跡周辺の現況地形測量も、一部ではあるが
合わせて実施した。遺跡全体図の縮尺＝1／250・1／300、遺跡周辺現況図の縮尺＝1／800とした。
また住居跡・道路状遺構平面図縮尺二1／80、水路部平面図縮尺＝1／100・1／160とし、各遺構断面図
の縮尺＝1／40・1／80を基準とした。
　遺構記録写真は原則的に35㎜カラー、35㎜リバーサルの2台のカメラを使用し、必要に応じて
デジタルカメラを併用した。空中写真撮影はラジコンヘリコプターを主とし、一部高所作業車や
ケーブルを使用した。遺構記録写真の他、作業工程も随時撮影した。
　遺構検出作業や精査作業は主として人力にて実施した。しかし、人力で処理できない大石や、
石の崩落が懸念される斜面部・トレンチの作業については重機を多用し、安全と効率化に努めた。
　トレンチ調査終了後、真野町教育委員会堅木主事の確認を経て安全を考慮しながら、埋め戻し
作業を実施した。特に、③調査区『水路』の石積みは県道からの高さ5．Om程を測り、調査時に防
護ネットや石間の土壌を除去したことにより落石の危険性が生じた為、落石防止ネットを再設置
しその保全に努めた。
（2）調査経過
　調査前の遺跡の現況は、一部石が露呈していたものの、大半は樹木や下草がはびこり、容易に
その状況を把握し得ない状態であった。その為、調査前に樹木の伐採を実施した。
10月
　16日にユニットハウス設置、器材の搬入等を行い、近隣の方々へ調査開始のごあいさつに伺う。
17日から作業員参入し、発掘調査を開始した。作業員諸氏に調査方針や器材管理等の説明・指導後、
①調査区南部から下草刈り作業を開始した。①調査区終了後、③調査区から②調査区へと順次移
行しながら下草刈り作業を実施した。その後、石積みの上に堆積した腐植土の除去や木・草根の除
去作業、さらに石についたコケ取りに時間を費やしたものの、これらの作業により石積み遺構の
輪郭を明確にし得た。特に③調査区水路部では、凹状に側壁と底面が確認され、③調査区石積み
を『水路』と断定した。道路幅杭の再設定とグリッド設定用の測量を実施し、調査範囲を確定し
た。
11月
　①調査区の通称「池」あるいは「住居」と言われるすり鉢状を呈する石積み内には、大形の石が多
量に崩落散乱していた。この通称「池」状遺構は、崩落石除去後の調査にて炉跡が検出され『住
居』と確認された。第一次調査「水路c」の延長部と考えられていた①調査区南の石積みも、調査の
進展に伴いr道路状遺構』の可能性が考えられた。
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　②調査区南部石積みからは空き缶や空き瓶、廃材等の多量のゴミが検出された。②調査区南部
の石積みには、地境として積み上げたものもあるとの地主金田氏の話もあり、遺構と断定し難い。
②調査区北部の③調査区との間の石積みのない平坦部には、南北長12．Om、東西幅2．Omの試掘ト
レンチを設定した。しかし、南北セクションだけでなく沢に傾斜する東西セクションの必要性か
ら、トレンチの南端を東にさらに2m程拡張して調査した。7日に②調査区試掘トレンチの調査を
終了した。③調査区石積み『水路』の斜面は県道から高さ5．Om前後を測り、また傾斜角50°前後
とかなり急であった。さらに斜面には浮石が多く高齢の作業員では危険と判断し、表土除去・精査
作業は斜面専門の作業員に依頼した。斜面の表土除去・精査作業は、8日から15日まで実施した。
また同石積み部上面の表土（腐植土）除去作業も実施し、『水路』は調査区内で大きく削平・撹乱され
ていたものの、③調査区ほぼ全域でその遺存が確認された。14日までに①・②・③調査区の崩落石
除去・表土除去作業、遺構精査作業を一旦終了した。
　15日、ラジコンヘリコプターにて調査区全景の｛府‖敢写真撮影及び遺構図図化用写真撮影を実施
した。空中写真撮影終了後、①調査区第1号住居跡・道路状遺構、③調査区水路の調査を開始した。
第1号住居跡の床面精査を実施し、住居南西部で多量の焼土が確認された。また須恵器細片1点と
鉄津細片1点が検出された。この為第1号住居跡は「鍛冶工房」と推測された。③調査区『水路』北
部にて、底面に数個の角礫を立てた立石が3ヶ所で確認された。『住居跡』r水路』『道路状遺構』
の調査終了後、20日に高所作業車にて全景写真撮影を実施した。その後、③調査区『水路』石積
みの断面観察用として、南北2ヶ所にトレンチ（A・B）を設定した。2本のトレンチにて断面3ヶ所と
し、その作図は写真図化とした。28日に、②調査区の埋め戻し作業を実施した。30日に、ラジコ
ンヘリコプターにて遺跡内外の空中写真撮影を実施した。11月は、降雨の影響により作業の進捗
にかなりの支障をきたした。
12月
　鉄津が検出された第1号住居跡は、「鍛冶工房」の可能性が示唆された。しかしその後、鉄製品や
破片等は検出されず、詳細を明らかにする事はできなかった。この為、住居床面下の土壌サンプ
リングを実施した。サンプリングは住居床面全域を10cm×10cmのメッシュで細分し、個別に土
壌採集した。細分メッシュは1～1，644まで番号を付したが、石の存在等で1，257地点のみをサン
プリングした。①調査区の『道路状遺構』や第1号住居跡北西の性格不明の礫積みを横断するよう
に、5ヶ所にトレンチ設定し、これを掘削、調査した。それぞれの断面の作図は写真図化とした。
③調査区『水路』部Aトレンチ調査にて、『水路』底面から側壁部にかけて石積みを確認していた
が、その下層1．0～3．Om程は人為的に地山褐色土を版築状に盛土していることが判明した。またA
トレンチで深掘りを実施し、現県道下2．3m程、『水路』底面から6．0～7．Om前後の深さで地山面を
確認した。
　真野町教育委員会堅木主事確認後、16日までに③調査区『水路』A・Bトレンチの埋め戻し作業
を実施し、③調査区石積み全体の法面整形後、落石防止ネットで被覆し安全対策を実施した。
　トレンチ調査終了に伴い、作業員は17日にて終了とした。①調査区A～Eトレンチも、19日ま
でに埋め戻し作業を実施した。24日、第1号住居跡を新潟県文化行政課田海調査員が視察される。
　12月は降雪・積雪の影響で、調査に大きな支障をきたしたが、全ての調査を25日に無事終了し
た。
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第3章遺跡の位置と環境
　佐渡島は、北の大佐渡山地と南の小佐渡山地、それを繋ぐ国仲平野に大分される。この小佐渡
山地の北西斜面、真野湾に面して真野町がある。平野部は国仲平野に僅かに分布するだけで、そ
の他の町域は標高200～600m程の小佐渡山地に含まれる。町域の北西から西にかけての海岸線
は、北東から南西方向へ直線的に8kmほど続いており、海岸沿いには海岸段丘の発達が見られる。
これと平行して内陸の山地に西三川川が南西流している。河口から東北東へ約7．5km、標高約
380mの小佐渡山地山中にその源流点があり、ここから約4km西方の下流部までをで茶屋川、北
東から流れてくる十五番川と合流して後、笹川川とその名称を変える。さらに、この地点から西
南西1．5kmほど下流で、北東からの金山川と合流し西三川川と成る。800mほどの距離を置いて
並走する笹川川と金山川は、河口から約3．5kmの地点で直線的な谷と直交する。金山川・笹川川
に向かうこの開析谷の緩傾斜地に、絵図にも見られるように笹川集落、金山集落が開けている。
この金山集落から金山川・笹川川分水線にかけての緩傾斜地、谷の南西側に本遺跡（1）は位置し、
標高150m程を測る。
　前述した小佐渡山地は主に3，000～2，000万年前頃の火山噴出物によって形成されるが、小佐
渡山地の中央南寄りを流れる小川内川から南西の地域は、1，600万年前頃の海成層（下戸層）が広
く分布している。このため山容が緩やかな傾向が見られる。また下戸層は、金鉱脈を含む岩石が
侵食され堆積した地層でもある。よって下戸層の分布範囲には「砂金山」という砂金産出地が集中
しており、本遺跡もこの範囲に含まれる。
　佐渡で最も古い砂金採取に関する記録は、平安時代後期まで遡る。これは西三川川下流域に当
たる西三川地区の西三川河原（2）や、河岸段丘下の中田（3）、梅の木（4）、四拾番（5）、笹淵（6）、石
原（7）などの産金地であるといわれている。この他に西三川地区の河岸段丘上や段丘斜面には、
金掘山（8）、上ノ平（9）、角力瀬（10）、ソトワ（11）、諏訪坂（12）、高仙（13）などの産金地があるが、
ここは寛永期（1624～43年）頃より後に採掘が行われている。
　中世の記録は少ないが、寛正期（1460～65年）頃には砂金採取の中心は西三川川上流域に当た
る、笹川地区に移っていたという。ここでは十五番川（14）、茶屋川（15）、イラガ平（16）などの笹
川川の河原が採取地であったと思われる。しかし、中世末の文禄2（1593）年頃には、砂金採取技
術が大きく変わり、それまでの河原などの沖積地を小規模に掘削する方法から、金山の山裾や谷
を大規模に掘削して、用水路の水で洗い流すという方法に変化していった。これにより、河原や
低地以外でも砂金採取が可能となり、多くの産金地が掘られるようになった。笹川集落の周囲に
は虎丸山（17）、鵜峠山（18）、杉平（19）、影平（20）、峠坂山（21）、中柄山（22）、金山集落寄りには
中平山（23）、立残山（24）といった山塊状の産金地があり、笹川沿いの河岸段丘上にはザル（25）、
根笹（26）、上牛場（27）、下牛場（28）、金山川沿いの段丘上には五社屋（29）、成由山（30）、大ガケ
（31）などの産金地があった。この他にも西三川川流域には鴨ヶ沢（32）、割留沢（33）があり、海岸
段丘上には沢山（34）、水上山（35）、田崎（36）がある。
　これら金山の他に、当地域には西三川川流域に花見沢（37）、三貫目川流域に三貫目沢（38）、海
岸段丘上に小立沢山（39）、小立上沢山（40）、小立南草場（41）、田切須（42）といった銀山もあり、
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同時代に採掘が行われていた。鉱山以外の史跡としては金山集落に金山役所跡（43）、大山祇神社
（44）が、笹川集落に陵墓参考地の法名院塚（45）などがある。
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第1図　遺跡の位置と周辺遺跡分布図（1／50000）
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第3図　第一次調査区全体図
一8一
第4章検出された遺構と遺物
　第一次調査ではr水路a・b・c』3箇所、『堤状遺構a・b』2箇所、r石積遺構a・b・c』3箇所が調査さ
れた。この他に県道下において『礫群』が検出されたが調査区全体図中に図示するのみとする。尚、
水路aと水路b、堤状遺構aと堤状遺構bは県道によって分断されているが、同一の遺構である。
（1）水路跡
水路a（第4～6図、PL3）
　調査区北東、アー2～3グリットに位置する、石組みの水路跡である。西側に堤状遺構aが接し、
南側は石積遺構aと重複し、この上位に構築されている。南西端部は県道建設の際寸断されている
が、南西方向に検出された同様の遺構、水路bに続いていたものと思われる。水路の主軸方向はN－
29°－Eを指し、検出長は約21．Omである。断面長方形を呈し、上面幅は3．4～4．4m、下部の幅も
ほぼ同一で、高さ2．Omである。但し上面両側の石積が、50cm程の幅で約20cm高くなっており、
凹字状の水路が構築されている。この水路底面は幅が2．1m程であり、北東から南西方向へ2°程下り
傾斜している。遺構は径40cm前後の角礫によって構築されており、側面と上面は面を揃えているが、
内部は同様の礫が乱石積みされ、隙間に褐色の粘質土が混じっている。西側の堤状遺構と接する部
分では、凹字状の水路の側壁が見られず、道路状の下り斜面が堤状遺構へ向かって構築されている。
水路b（第4～6図、PL3）
　調査区北東、ア～イー1グリットに位置する、石組みの水路跡である。東側は石積遺構bと、西側
は堤状遺構bに接している。また、石積遺構bと重複し、この上位に構築されている。北東端部は県
道建設の際寸断されているが、北東方向に検出された同様の遺構、水路aに続いていたものと思われ
る。水路の主軸方向はN－29°－Eを指し、検出長は約8．2mである。断面長方形を呈し、上面幅は
3．9～4．2m、下部の幅もほぼ同一で、高さ約2．Omである。但し上面両側の石積が、50cm程の幅で約
20cm高くなっており、凹字状の水路が構築されている。この水路底面は幅が2．1m程であり、北東
から南西方向へ2°程下り傾斜している。遺構は径40cm前後の角礫によって構築されており、側面と
上面は面を揃えているが、内部は同様の礫が乱石積みされ、隙間に褐色の粘質土が混じっている。
　水路aと水路bの検出部分を合わせた延長は35．6mである。
水路c（第4・7～8図、PL3）
　調査区中央、イ～オー2～4グリットに位置する、石組みの水路跡である。北西側は石積遺構cと
重複し、この上位に構築されている。南西部は県道建設の際削られ、東側と北西側は私道によって
寸断されている。水路の主軸方向はN－63°－Wを指し、検出長は約18．7mである。断面台形を呈
し、上面幅は約2．5m、下面幅は約12．3～15．4m、高さ3．Om程である。斜面の傾斜は、最も残存状
況の良い西部分で、南西側が28°北東側が30°である。但し北東側斜面の中程には長さ10．Om、幅
2．Om程の平坦面が構築されている。水路cは径40cm前後の角礫によって構築されているが、石
積みの規則性は平坦部周辺においてのみ見られ、他では特に見られない。平坦部の長軸はN－
63°－Wだが、東側でやや北方向に屈曲している。平坦部分は、他の水路遺構のような凹字状を形
成することなく、平坦面の長軸方向での傾きも見られない。遺構精査中に、直径3．5cmの扁平なリン
グ状鉄製品（第17図・PL8－No．1）が出土した。
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（2）堤状遺構
堤状遺構a（第4～6図、PL3）
　調査区東、ア～イー2～3グリットに位置する、堤状の遺構である。東側に水路aが接してい
る。石積遺構aと重複し、この上位に構築されている。南端部は県道建設の際寸断されているが、
南方向に検出された同様の遺構、堤状遺構bに続いていたものと思われる。遺構の平面形は検出
長約11．Omの弧状で、幅が2．9～4．Om程である。主軸方向は水路a側では東北東を指し、県道側
はほぼ南を指す。断面はトレンチ設定位置で台形を呈し、上面幅は0．8m程、下部の幅は3．6m程、
高さ1．5m程である。遺構は中小の円礫・角礫を含む褐色砂質土で構築され、この上面から弧の外
側は、径5～40cm程の角礫層によって、40～50cm程の厚さで覆われている。礫層の堆積に
規則性は見られず、乱石積みされているものと思われる。遺構精査中に火打ち石と思われる、直
径7．6cmの石英の小角礫（第17図・PL8－No．2）が1点出土した。
堤状遺構b（第4～6図、PL3）
　調査区東、イー1グリットに位置する。堤状遺構aと同一の遺構と思われる。県道建設の際に
寸断され、水路bと接する部分が僅かに残存したものと思われ、遺存状況が悪く、平面形状は不
明である。土層断面では堤状遺構aに類似した堆積が確認された。
（3）石積遺構
石積遺構a（第9図、PL3）
　石積遺構aは水路aの直下にある石積みである。水路aの南側は当初から礫が露出しており、
水路a除去後に全体が検出された。道路によって切られた状態であったが、東西約16．Om、南北
約7．5mの範囲で確認できた。径10～80cmの円礫・角礫で構成され、径20～40cmの円礫が
主である。礫の隙間には土はなく、礫のみで積み上げられていた。遺物は遺構精査中に一銭硬貨
（第17図・PL8－No．3）が1点出土した。
石積遺構b（第9図、PL3）
　石積遺構bは水路bの南に接する礫群である。石積遺構aの延長と推測されるが、発掘調査区
範囲外にかかるため、東西約4．Om、南北約4．Omと確認範囲が狭い。径10～80cmの円礫・角礫
で構成され、径20～40cmの円礫が主である。礫の隙間には土はなく、礫のみで積み上げられ
ていた。
石積遺構c（第7図、PL．3）
　石積遺構cは水路c北側部分の、DNセクション確認作業において東西約8．5mの範囲で検出さ
れたもので、西南の県道方向に石が積まれ、東北方向に急激に落ち込んでいた。礫は径20～50
cmの円礫・角礫で構成され、主に円礫である。礫の隙間には褐色土が挟まっており、県道方向
につれて、土を挟まなくなる。また、石積みの上面から赤褐色の粘土質の層が確認できた。水路
CDセクションを確認の際に同様に石積みが所見できた。しかし、安全上の理由から、断面確認
で終了した。
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第4章　検出された遺構と遺物
　第二次調査では、『水路』1条、『住居跡』1軒、『道路状遺構』
路」とされた遺構の一部に『道路状遺構』の可能性が考えられた。
1条が検出され、第一次調査時に「水
（1）住居跡
第1号住居跡（第11図、PL4）
　第1号住居跡は①調査区ク・ケー6グリッドにて検出された。主軸N－63°－Wを指向し、平面長方形を
呈する。四壁は径20～40cm程の不整円礫・角礫を積み上げて構築されており、古墳の乱石積みに近似
している。住居の規模は、内壁間で東西4．85m、南北3．6m程を測る。崩落した住居内面壁は、遺存状
況の良い南東隅で壁高1．2m程を測る。しかし、乱積みされた住居外壁部の遺存状況から、1．7m程の壁
高までは推測された。
　住居北壁東部では、一段低い石積みが確認され、住居「出入り口部」と考えられた。「出入り口部」は
床面からの高さ0．4m程と低く、その両脇に40cm程の間隔を置いて2個の立石が確認された。立石は長
さ50cm、幅30cm、厚さ5cm程の角礫を縦位置で北壁にはめ込み、その高さは30cm程としていた。なお、
この住居「出入り口部」から北に延びる通路？は、現県道面とほぼ同レベルである。
　床面の大半は砕石混じりの地山褐色土を床石間に詰め、貼床状としていたが、一部には径40cm程の
円・角礫を平坦に敷き並べただけの床面も確認された。
　住居中央やや西寄りにて「石囲い炉」が検出された。「石囲い炉」は厚さ10～20cm程の礫8個で内面を
そろえて構築されていた。平面東西に長い長方形で東西0．8×南北0．5m程を測る。礫の一部は被熱によ
り黒く変色をしていたが、炉内で顕著な焼土は確認できなかった。また「石囲い炉」南、住居南東部に
て確認された焼土の広がりは「地床炉」と捉えられた。炭化物等はほとんど検出されなかったが、その広
がりは1m四方にも及び、厚さ3～5cm程を測る。詳細は不明であった。
　住居床面や住居外周から、柱穴や貯蔵穴等の付属施設は確認されなかった。柱穴の未検出、さらに上
屋が遺存していない為に住居の構造は不明と言えるが、外壁が石積みであり、これに屋根だけを被せる
簡易な作りであった可能性は、絵図などからも明らかであろう。
　本跡からは須恵器蓋破片（第17図・PL8－No．4）1点と「石囲い炉」内部から10数点の鉄津が検出された。
この為、住居を10cmメッシュにて区分、土壌サンプリングを実施した。また鉄津等についても、土壌
サンプルと共に科学分析を実施し、附編にて後述するように本跡が『鍛冶工房』との分析結果を得た。
（2）水路跡
水路（第12～14図、PL5）
　水路跡は③調査区クー9～サー12グリッドにかけて、ほぼ直線的に確認された石積み遺構である。
石積み中央部から北はその大半が削平されており、遺存状況は極めて悪かった。また、調査区北端部は
道路により寸断されている。主軸N－37°－Wを指向し、断面台形を呈する。近世の撹乱・削平により崩
落した礫、あるいは削平部を含めると、調査区内で確認された全長は40．Om程でその幅20．Om程であ
った。砂金採取に伴う掘削排土と多量の石を谷底に落としながら構築された石積みは、遺存部で上部幅
1．0～4．2m、下部幅8．0～16．Om、高さ2．5～5．5m程を測る。石積みの傾斜角40～50°を測る。この石
積みの上面に、断面凹字状の『水路』が構築されていた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－25一
　『水路』は地形に沿うように南東から北西方向に傾斜している。その底面敷石の下には、漏水を防ぐ
粘土等の存在を想定したが、断面調査では地山褐色土が厚さ10cm程に亘り確認された。堅固につき固
められた地山が漏水防止に使われていたと考えられる。『水路』の傾斜角は、上流の調査区南東部で
15°程を測るが、水路が偏向するクー9グリッド付近より北では5°程と緩傾斜となる。径40cm前後
を測る角礫を敷き並べた『水路』底面では、上流側の礫が下流側の礫にやや重なるように検出された。
『水路』底面幅は最も遺存状態の良い南東端が幅広で1．8m程を測るが、③調査区東部の踏査では、直線
部で1．5m前後と狭小であった。このため『水路』の変換点付近のみ幅広に構築された可能性が高い。
『水路』底面は遺構北東端で県道面より3．7m程の高さを測る。また断面観察用トレンチの掘削で、県道
下2．3m程にて地山面が検出された。地山から『水路』底面までの高さは7．Om前後を測る。
　『水路』の側壁（堤）は、調査区南部で幅0．9m、壁高0．4m程を測るが、調査区北部では幅3．3m、壁高
1．8m程とその規模に大きな差がある。上面幅の狭い側壁部は、当初後世に壊されたと考えられたが、
崩落等の少ない調査区外でも40cm～60cm程の高さしかなく、その可能性は極めて低いと言えた。伝承
で「堤（側壁）の高さ6尺」とあるが、これはまさに③調査区北部の『水路』側壁を指し示すと考えられる。
しかし、側壁全ての高さが6尺（180cm）であったとは考えにくく、水路の変換点での水流の調整用に同部
だけを高く、また幅広にしたと推測された。側壁内壁から『水路』底面への傾斜角40°前後、側壁外
壁面の傾斜角50°前後を測る。
　調査区南東部の『水路』底面にて、立石が三箇所検出された。立石は『水路』ほぼ中央に位置してお
り、長さ20cm程の角礫を3～8個配し、『水路』底面から突出して検出された。立石a～b間で6．6m、立
石b～c間で2．7m程の距離を測る。立石はその大半が内傾しており、立石cのように何かを囲うかのよ
うに構築されていた。立石cの内側は地山盛土がむき出しであったが、そこに礫や柱穴等は確認されな
かった。この立石は絵図等にもそれと伺える資料がなく、詳細は不明である。
（3）道路状遺構
道路状遺構（第15図、PL6）
　①調査区キー5グリッドにて検出された石積み遺構である。現県道によって分断されているが、その
南東への延びは第一次調査の「水路a」から分岐する「水路c」に直進している。
　この為、調査当初はこの「水路c」の延長水路部と想定していた。しかし調査が進むにつれ、この石積
みは平坦面をそろえた敷石のみで側壁やその痕跡が全く確認されない事、「水路c」を現認してもその遺
存状況（例えば比高差）では水路と認定できない事、遺跡周辺の探査でも水路と異なる石積み遺構が他に
も数条確認できた事、等の理由から本石積み遺構は、『水路』やr住居』に伴う　『道路状遺構』と推測
された。
　この『道路状遺構』は①調査区キー4・5グリッドを南北に走行して検出され、クー5グリッド付近
にて大きく北東にその向きを変え、クー6グリッドでは県道面とほぼ同レベルにて検出された。しかし、
県道を跨いでの延びは確認されなかった。遺存長は18．Om程を測り、その幅4．5m程を測る。下面の石
積みは径40cm程の円・角礫を主体として礫がやや乱雑に積まれていた。
　『道路状遺構』の表面敷石はほぼ平坦面をそろえるように構築されており、走向の変わるクー5グリ
ッドからは石積みを階段状に傾斜させ、5m程北の第1号住居跡「出入り口部」通路と同レベルで再び平
坦になるようである。この為、本『道路状遺構』は県道によりその延びを明確にできなかったものの、
「水路a」と第1号住居跡を繋ぐ「道」と考えられた。
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第15図　道路状遺構構築状況図・断面図、試掘トレンチ平・断面図
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第5章　まとめ
　口絵にもあるように、笹川砂金山一帯の絵図面は数種類あり、それぞれの絵図面で水路や堤の経
路、さらには堤の名称や位置にかなりの相違が認められる。これは、砂金採掘場所の移動などに伴
う施設の追加築造や時間の隔たりなどが大きな要因であると推測された。
今回、県道の拡幅工事に伴い二次にわたり発掘調査された本遺跡検出遺構の多くは、至るところで
近世・近代に寸断・破壊されており、構築・使用状況の把握を困難にしていた。そのような中、限られ
た調査範囲にも関わらず『水路』『住居跡』『道路状遺構』と重要遺構を検出する事ができた。これ
ら各種遺構は砂金採取に伴う構築であり、特に住居は『鍛冶工房』であったことが科学的分析によ
り明白になった。
　『水路』については、古文書等から元和8年（1622）味方但馬により作られたのを始め、他の山主
達によっても何度か開削されている。さらに金子勘三郎氏所蔵絵図（時期不詳）には、経塚山から西
三川まで延々12kmにも及ぶr水路』を始め、幾筋もの『水路』が描かれており、砂金採取の壮大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たてのこしさを窺い知ることができる。同絵図には通称「青池」を水源とする『水路』が描かれており、「立残
つつみ　　　　　　　　　なかだちつつみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み　と　じり堤、あるいは中立堤（～絵図により名称異なる）」と呼ばれるため池を経て水戸尻川（西三川川）に至っ
ている。その堤から延びる水路の一部、南が「水路a・b」と呼称された第一次調査『水路』であり、
北が第二次にて調査した『水路』である。
　第二次調査終了後、遺跡周辺の踏査を実施した。山中踏査の為に断定はできなかったが、絵図に
描かれた「立残堤」から延びる二条の『水路』の走向を大まかではあるが把握できたと考える。この
為、個別に呼称していた『水路』名を、本編にて大きく『南水路』（第一次調査）、r北水路』（第二次
調査）と仮称したい。山中踏査では、『南水路』は第一次調査区を含め「立残堤」から南西方向に140
　　　　　　　　なかがらやまm程直進した後、中柄山？山裾にてほぼ直角に北西方向へとその向きを変える。「堤」状の石積み二
箇所を伴いながら、山裾に沿って80m程蛇行しながら、次第にその向きを北に変える。さらに第二
次調査①調査区の西隣を50m程北走した後、絵図によると『北水路』と合流するようである。今回
は現況のままでの踏査であり、r南水路』そのものや「堤」状遺構、さらには合流部等を明らかにする
事はできなかった。また『北水路』の③調査区北端から北西への延びは、現況が民家や畑地で容易
に確認できなかった。しかし、③調査区南から「立残堤」までは一部の崩落箇所を除き、現認できた。
　この二本の水路は形状が大きく異なり、『南水路』は断面ほぼ箱型で、直立する石積みの上に水路
が構築されていた。水路側壁の高さは総じて低く、「立残堤」からの走向はほぼ直線的であった。ま
た流路の傾斜も調査区内ではさほど強くない。一方、r北水路』はその形状が『南水路』と大きく異
なり、断面台形を呈していた。この両者の違いは、谷に向かう急傾斜の山裾に石や地山を廃棄して
いく過程で構築された『北水路』に対し、『南水路』はやや傾斜の緩やかな尾根状の地に石や地山の
土砂を運搬して構築されたことが想定された。
　南北両『水路』は側壁を擁しており、その断面凹状に石組みされている。この水路側壁は直線的、
あるいは緩やかな傾斜の水路部では低く、曲線を描く水路部、あるいは傾斜の強い水路部では特に
側壁を高く積上げたことが想定された。これは遺跡周辺の『水路』跡踏査でも同様に観察され、『水
路』南北ともに底面全体に角礫を平坦に敷き並べ、しかも個々に観察すると、上流から下流に向か
って階段状に敷石されている。これら敷石の下には、一部ではあるが地山褐色土が確認された。こ
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の地山褐色土は非常に粘性強く、また叩き締めによって強度が増す事も地元ではよく知られている。
その知識は、『水路』構築当時から往時の人々の中に存在し、工法の一つとして地山褐色土が利用さ
れていたと推測できた。
　r住居』第1号住居跡は、県道脇での検出にも関わらず、遺存状況は比較的良好であり、他の遺
構から全く遺物が検出されない中、僅かだが須恵器細片や鉄津が検出された。鉄製品や同破片等は
検出されなかったが、サンプリングした土壌の科学分析結果より本『住居』は「鍛冶工房」と断定さ
れた。
　『住居』は、四壁を高く石積みしており、東壁に「出入り口部」を設置して北東に開口していた。
これをAタイプと呼称したい。
　また現況踏査において確認された『南水路』の南5m程に位置する住居、あるいは『北水路』の
北同じく5m程に位置する住居は、何れも西方向に開口しており平面馬蹄形状を呈する。この開口
部を除く三壁は本『住居』より石積みは低い。これを仮にBタイプとしておく。このことからも、
第1号住居跡の特異性が窺えた。
　本遺跡一帯で確認された石積み住居は、その確認軒数からも絵図に描かれる集落、生活の場とは
考えにくい。寧ろAタイプが「工房」、Bタイプが「水路管理や見張り小屋」的要素が強い住居、或い
は伝承にある人足の休憩所「石室」と想定された。
　『道路状遺構』は『水路』と同じように石積みされ、『水路』近辺ではその高さもほぼ同じである
ことから、外見上は大差ない。しかし、石積みされた『水路』と『道路状遺構』の大きな違いとし
て、1．側壁の有無、2敷石下の地山褐色土（盛土）の有無、が挙げられる。①調査区で確認された『南
水路』から直線的に西走する『道路状遺構』は、第1号住居跡の南西部を迂回しながら2m近い石積
みの高さを減じ、住居「出入り口部」と接するように同レベルにて検出された。このことから、『南
水路』と第1号『住居』を繋ぐ通路、即ち『道路』的な遺構であることが想定された。
　①調査区以外にも『道路』と思える石積み遺構が、『南水路』屈曲部付近の住居に接して、また
『北水路』から分岐してやはり住居に接するように確認されている。これら『水路』や『住居』に近
接している事から、『道路状遺構』は起伏の激しい山間部での連絡道として意図的に構築されたと考
えられる。
　本遺跡を含めた西三川一帯の中世～近世の砂金採取については、絵図や古文書を参考として、ま
た遺存する石積み遺構の伝承等から推察されるのみで、今回その詳細について直接的につながるも
のは認められなかった。しかし、今回の二次にわたる発掘調査にて、砂金採取に欠かせないr水路』
『住居』の概要と、文献等にほとんど記載されていない『道路状遺構』の存在を明らかにし、ここに
提示できたと考える。
　想定の域は出ないものの遺跡周辺現況踏査図も掲示し、絵図・古文書等の記録類の再検証に何らか
の指針となれば幸いである。発掘調査は勿論であるが、今後考古学的見地での細かな現況踏査、緻
密な測量等が実施されれば、西三川の砂金採取にかかる記録類の検証だけでなく、更なる知見が得
られるものと確信する。
　最後に、今回の発掘調査に伴う通行止めや騒音等で多大なるご迷惑をおかけした地元住民の方々、
貴重な絵図をご提供頂いた金子勘三郎氏、山本修巳氏、さらに発掘調査に多大なるご理解を頂いた
佐渡地域振興局齋木勝課長代理、最後まで種々ご協力頂いたシルバー人材センターの作業員の皆様
に、厚く御礼申し上げます。
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鉄砲場遺跡・砂金江道遺跡出土遺物分析調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川鉄テクノリサーチ株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分析・評価事業部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埋蔵文化財調査研究室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天辰正義　岡原正明　松崎香織
1．はじめに
第1号住居跡から出土した鍛冶関連遺物について、学術的な記録と今後の調査のための一環として化
学成分分析を含む自然科学的観点での調査を依頼された。調査の観点として、土壌からサンプリング
された採取資料の抽出・選別作業、抽出された資料の種別分類と資料の化学分析ならびに顕微鏡組織
観察を行った。その結果について報告する。
2．資料抽出および試験・観察方法
（1）第1号住居跡床面サンプリング土壌からの資料抽出
　資料は、10cm×10cmからなる区画の1～1000区画から採取され、ビニール袋に封入されている。
袋から鍛冶加工に関連する資料を抽出し、資料の種別と頻度および採取された位置関係を検討する。
　10cm区画の25区画を1ブロックとして、50cm×50cm区画を40区画（A　1～E4）に分割し、抽
出資料の分類・頻度や位置関係を図示する。
（2）　試験・観察方法
（i）重量計測、外観観察および金属探知調査
　資料重量の計量は電子天秤を使用して行い、少数点2位以下で四捨五入した。各種試験用試料を採
取する前に、資料の外観をmm単位まであるスケールを同時に写し込みで撮影した。資料の出土位置
や資料の種別等は提供された資料に準拠した。
　着磁力調査については、直径30mmのリング状フェライト磁石を使用し、官能検査により「強・稽
強・中・稽弱・弱」の5ランクで、個別調査結果を表示した。遺物内の残存金属の有無を金属探知機
（MC：metal　checker）を用いて調査した。
（ii）化学成分分析
　化学成分分析は鉄鋼に関するJIS分析法に準じて行っている。
・　全鉄（T．Fe）：三塩化チタン還元一ニクロム酸カリウム滴定法。
・金属鉄（M，Fe）：臭素メタノール分解一EDTA滴定法。
・酸化第一鉄（FeO）：ニクロム酸カリウム滴定法。
・酸化第二鉄（Fe、03）：計算。　・化合水（C．W．）：カールフィッシャー法。
・炭素（C）：燃焼一赤外線吸収法。
・ライム（CaO）、酸化マグネシウム（MgO）、酸化マンガン（MnO）、酸化ナトリウム（Na，O）、
イオウ（S）、珪素（Si）、マンガン（Mn）、リン（P）、銅（Cu）、ニッケル（Ni）、クロム（Cr）、
アルミニウム（Al）、バナジウム（v）、チタン（Ti）：ICP発光分光分析法。
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・シリカ（SiO、）、　アルミナ（A1，0、）、　酸化カルシウム（CaO）、　酸化マグネシウム（MgO）、
　酸化チタン（TiO、）、酸化リン（P，o、）、酸化カリウム（K、o）：ガラスビード蛍光x線分析法。
　但しCa（）MgQ　MnOは含有量に応じてICP分析法またはガラスビード蛍光X線分析法を選択。
・カルシウム（Ca）、マグネシウム（Mg）、　酸化ナトリウム（Na、O）：原子吸光法。
　なお、鉄津中成分は、18成分（全鉄T．Fe、金属鉄M．Fe、酸化第一鉄FeO、酸化第二鉄Fe、0、、シ
リカSiO、、アルミナAl、0、、ライムCaO、マグネシアMgO、酸化ナトリウムNa、O、酸化カリウムK，O、
酸化チタンTi（志酸化マンガンMnO、酸化リンP・C㌧、化合水C．W．、炭素C、ヴァナジウムV、銅Cu、
コバルトCo）を化学分析している。
　炉材・胎土成分は、12成分（シリカSiO、、アルミナAl，0、、ライムCaO、マグネシアMgO、酸化ナ
トリウムNa、0、酸化カリウムK、O、二酸化チタンTiO、、酸化マンガンMnO、化合水C．W．、炭素C、
灼熱損失Ig．　Lα∋s、全鉄T．Fe）を化学分析している。
（i五）顕微鏡組織写真
　　資料の一部を切り出し樹脂に埋め込み、細かい研磨剤などで研磨（鏡面仕上げ）する。金属鉄は
ナイタール（5％硝酸アルコール液）で腐食後、顕微鏡で観察しながら代表的な断面組織を拡大して
写真撮影し、顕微鏡組織および介在物（不純物、非金属鉱物）の存在状態等から製鉄・鍛冶工程の加
工状況や材質を判断する。原則として100倍および400倍で撮影を行う。必要に応じて実体顕微鏡
（5倍～20倍）による観察もする。
（iv）エネルギー分散型蛍光x線分析法：EDX元素分析
　X線管で発生させたX線を試料にあてることによって、試料に含まれる元素固有のエネルギーを持
った特性x線を発生させ、このx線をSi半導体検出器で検出し、試料中の構成元素を定性・定量分析
装置、蛍光X線分析装置（堀場製作所製、MESA－500；X線管夕一ゲット：Rh、　X線管電圧：1～
500μA（15kV）、1～240μA（50kV）（全自動2段切り換え））を使って遺物の元素分析（測定元
素：11Na～92U。）を行う。測定条件（X線管ターゲット：Rh（ロジウム）、　X線管電圧：1～
500μA（15kV）、1～240μA（50kV）（全自動2段切り換え）、検出器：高純度シリコン検出器。）
（v）炉材の耐火度推定
　炉材の耐火度の測定は、JIS試験法がある。　JIS　R　2204（耐火物及び耐火物原料の耐火度試験方法）
及びJIS　R　8101（耐火度試験用標準コーン）に準拠して測定する。遺物資料を粉砕（180μmの節通
過）し、規定（量的に少量であるから寸法は第2種の小型：幅7mm、高さ27mm）のゼーゲルコー
ンを成型する。このゼーゲルコーンを傾斜8ぴで受台に装着し、毎分5℃で加熱する。コーンの先端
が曲がり始め、受台に接触したときの温度を溶倒温度とする。資料の採取量が少ない場合は、化学成
分の分析結果から耐火度を推定している。
　これまでの耐火度の測定結果と胎土の化学成分の分析結果を146資料について整理した結果、耐火
度y　（ゼーゲルコーン溶倒温度、℃）と胎土の化学組成因子fxとの関係について、次を得ている。
すなわち、y＝110．98　fk＋927．82
　fx＝（25．8ALO3十5．2SiO2）／（146MgO十448MnO十78．6CaO十12．5T．Fe十10．4TiO2）
化学組成因子fxから耐火度y（℃）を推定する。
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3．調査結果および考察
（1）資料の抽出と種別分類
　東西に4．5m、南北に3．5mの検出面のうち、今回の分析調査では、4．5m×2．5mの範囲から採取さ
れた資料を対象としている。10cm×10cm区画が1～1000区画に分割されている。50cm×50cm区
画は、10cm区画の集合（ブロック）であり、40区画がある。なお、区画801～850と951～1000区
画からの資料袋はなかった。
　土壌重量と資料の種別とにおいて、特別の関係を見出せなかったが、資料が抽出された位置で重量
がやや多いようである。
　サンプルされた土壌はビニール袋に封入されており、その中から鍛冶関連遺物を抽出し、資料を種
別分類した。
　分類された資料種別は、（1）粒状津、（2）鍛造剥片、（3）木炭片および（4）上皮片（鉄津の
表面層から剥離したもの）ならびに（5）砂礫との混合物であった。表1、図1と図2には、50cm区
画から抽出された資料種別（粒状津、鍛造剥片、木炭）の頻度（最大25）と検出位置の関係を示す。
資料の選別は、多数の人員と時間を要する作業となった。
　鍛造剥片の検出頻度が粒状津の頻度より高い。概略、剥片は検出面のほぼ全領域に分散しているが、
粒状津は中間部分で検出頻度が高い傾向がある。木炭片が4区画から抽出された。
　砂鉄として提出された資料は、砂鉄・剥片・粒状津と砂礫の混合物とみられる。平均粒度は240μ
mと通常の製鉄用砂鉄の粒度より約100μm大きい。化合水（C．W．）を多く含んでいるので、銃化鉄
（剥片）を多く含んでいる。全鉄（T．Fe）と二酸化チタン（Tio、）の成分関係では、”赤目”砂鉄の
範疇にあるが、製鉄原料の砂鉄ではない。
（2）鉄津の化学成分分析
　鉄津の化学分析に供した資料の外観写真を図版1に示す。試料は7個（No．1，　No．3，　No．5，　No．6，
No．7，　No．9，　No．10）である。写真番号（検出位置一袋番号）種別の形式で示す。
　No．1（炉1）鉄津小片、　No．3（炉1）鉄津塊、　No．5（炉2）鉄津塊、　No．6（南西隅）炉材片、　No．7
（292）炉材片、No．9（904）小鉄津片、　No．10（868）粒状津片。
　分析結果を図3～5に示す。鉄津の化学分析結果（約600点）を製造工程に分類・作図し、今回の分
析結果を同時に図示することによって、製造工程（砂鉄系製錬と鍛冶精錬、砂鉄製錬と鉱石製錬）の
位置づけと製鉄の始発原料を検討できる。すなわち、図3は出土鉄津類の全鉄量と酸化チタン量の分
布図から砂鉄系製錬澤と鍛冶津の分類、図4は造津成分量（SiG＋Al、0、＋CaO＋MgO＋Na、O＋
K，O（％））と全鉄量（T．Fe）の関係から製錬津と鍛冶津の分類、および図5は成分比MnO／TiO，と
TiO，／T　Feの関係から砂鉄系鍛冶津と鉱石系製錬津の分類をそれぞれ示す。
　鉄津の化学成分結果から、No．1の全鉄（T．　Fe）は48．2％で、それ以外の試料は10％程度である。
二酸化チタンは1％以下であり、始発原料に砂鉄を使用したかどうか判別できない濃度である。製造
工程上の分類は、No．1は鍛冶津で、それ以外は炉材に鉄津が付着した可能性が高い。
　図4に、造津成分との関係を示す。すなわち、溶融ガラス質成分の指標となる造津成分（SiO，＋
A1，0、＋CaO＋MgO＋Na，O＋K、0）は、　No．1が30％で、それ以外は80％以上と高い。したがって、図
3の判別と同様に、No．1試料は鍛冶津で、それ以外は付着津の可能性が高い。
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　図5は酸化マンガン、酸化チタンと全鉄の成分比を示す図で、始発原料に鉄鉱石系か砂鉄系を使用
したか判断ができないが、No．1試料は、鍛錬鍛冶工程で発生した鉄津と推定される。
　大量の鍛造剥片の中に、僅かな数の鍛冶津が検出された。炉材と融着した付着津と推定される。し
たがって、鉄製品の修理・曲り直しなどの小鍛冶が中心の鍛冶工房であったと見られる。
（3）炉材の化学成分分析
　炉材の化学分析に供した資料の外観写真を図版1（No．2，　No．4）に示す。分析試料は、炉材と推i察
される資料2個である。写真番号（検出位置）種別の形式で示すと、No．2（炉1）炉材片、　No．4（炉
2）被熱粘土片。分析結果は、シリカ（sio，）とアルミナ（Al、o，）の含有量の合計が72％、74％と
やや低く、アルカリ（Na、O＋K、0）が4％、5％とやや高い。
　これまでの耐火度の測定結果と胎土の化学成分の分析結果を146資料について整理している。耐火
度y（ゼーゲルコーン溶倒温度、℃）と化学組成因子fxとの関係について次を得ている。（図6）
　すなわち、y＝110．98　fx＋927．82
　fx＝（25．8ALO3十5．2SiO2）／（146MgO＋448MnO十78．6CaO十12．5T．Fe十10．4TiO2）
　その結果、耐火度は、1，180℃と1，110℃と推算された。炉材と鉄津が部分的に反応している可能
性がある。したがって、通常の炉材よりも劣質の耐火材料と推定される。精錬・製錬反応に使う炉材
ではなく、鍛冶工程で使用されるやや低温度適用の炉材と推察される。
（4）木炭の工業分析
　木炭の工業分析に供した資料の外観写真を図版1（No．8）に示す。分析結果は、灰分が38％と高く、
消し炭状態である。発熱量は3，290cal／gと得られ、通常の木炭発熱量より低い。揮発分と固定炭素の
発熱量に補正すれば、5，300cal／gと得られた。この値は、通常の木炭の発熱量である。部分的に燃
焼が進んで灰分が溶融ガラス化している可能性が高い。木炭片は、マクロ組織観察の結果（図版4）、
年輪約10年のクヌギかクリの小枝（φ1．6cm）とみられる。
（5）顕微鏡組織観察
（i）粒状浮の顕微鏡組織
　粒状津のマクロ組織写真を図版2（写真No．1・2）に示す。対象とした試料は17個である。
　全試料とも球形状である。粒状津のサイズは、最大7mm・最小0．8mmで、平均φ2．5mmであっ
た。通常の鍛冶工程で発生する粒状津の大きさである。
　粒状津は、溶融状態の鉄津（酸化鉄皮膜や鉄津）が飛散して、水中で急速に冷却されたものと推察
される。粒子に中空がある試料は、凝固過程で水蒸気等のガスが発生して閉じ込められたものと推察
される。
　粒状津のミクロ組織写真を図版3に示す。白色のウスタイトが繭玉状・羊歯状のやや緻密な組織を
呈している。
　マクロ組織写真に白色部分（ウスタイト）が観察されない試料で黒色を呈している部分は、誘化鉄
（オキシ水酸化鉄）と推察され、ミクロ組織写真に赤色を呈する組織である。この鉱物相はやや不安
定なレピドクロサイト（γ一FeOOH）と見られる。その隙間に、僅かに結晶質のマグネタイトまたは
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ウスタイトが残存している。
（ii）鍛造剥片の顕微鏡組織
　鍛造剥片のミクロ組織写真を図版5（写真No．18・30）に示す。全試料とも板状である。厚さは、最
大650μm・最小200μmで、平均350μmであった。通常の鍛冶工程で発生する鍛造剥片の厚さで
ある。熱処理や鍛造工程を特定する資料は観察されなかったので、通常の鍛冶工房であったと推察さ
れる。
　ミクロ組織は、白色のウスタイトが繭玉状・羊歯状のやや緻密な組織を呈している。鍛造剥片は、
鍛造工程で鉄表面の酸化鉄皮膜が剥離して、飛散したものと推察される。虫食い状に溶出したと見ら
れる孔が多数見られる組織と緻密な組織が観察される。緻密な組織（No．30）の鉄素材は純鉄（フェ
ライト：軟鉄）で、斑状に孔が見られる組織（No．18、）の鉄素材は亜共析鋼（パーライト：低炭素
鋼）であったと推察される。しかし、鉄片が抽出されなかったので、鉄素材を特定できなかった。
（i五）上皮片の顕微鏡組織
　上皮片のミクロ組織写真を図版6（写真No．34）、図版7（No．36～No．38）に示す。上皮片は、鉄津
や鉄材表面に生成した薄皮状の資料で、表面から剥離した試料である。
　ミクロ組織が不定形を示す組織（No．34）は、炉材と銃化鉄が共存していると推察される。白色の
ウスタイトはやや緻密な組織（No．36）を呈している。赤色の試料（No．37）は、誘化が進んでいる
オキシ水酸化鉄である。層状組織（No．38）は、素材の炭素濃度に分布があって、鍛造工程でも均質
にならずに、急冷過程でも分布が残存し、鋳化過程の膨張でさらに亀裂が発生し、剥落したものと推
察される。
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4．まとめ
（1）資料の抽出と資料種別
・区画番号No．1～No．1000（No．801～850とNo．951～1000に資料袋ない）区画から採取されたサ
　ンプルが入った小袋を、粒状津、鍛造剥片、木炭および鍛冶関連資料（上皮片・混合物）の種別に
　抽出・分類した。採取された資料重量を表および図に示した。深さ方向（層別）の分類はない。
　10cm×10cm区画と50cm×50cm区画で、抽出資料の種別と位置関係を示した。鍛造剥片は、検
　出床面の全領域で抽出されたが、粒状津は中間領域で抽出された。
・砂鉄として提出された資料は、砂鉄・剥片・粒状津と砂礫の混合物で、製鉄原料の砂鉄ではない。
　平均粒度は240μmであった。通常の砂鉄粒度より約100μm大きく、化合水（C．W．）を多く含み、
　鋳化鉄（剥片）を含んでいた。
（2）化学成分分析
・鉄津資料は、化学成分の結果から鍛造工程で発生したものと推定される。多くの資料は、炉材と部
　分的に反応した付着津と推定される。
・木炭資料は、灰分が38％と高い消し炭の状態での木炭で、発熱量3，290ca1／gであった。揮発分と
　固定炭素の補正発熱量は5，300cal／gであり、通常の木炭と見られる。
・炉材資料は、シリカ（Sio、）とアルミナ（Al、（玉）の含有量の合計が72％～74％とやや低く、アル
　カリ（Na、0＋K，0）が4％～5％とやや高く、耐火度は1，180℃と1，110℃と推算された。鍛冶工程
　で使用されるやや劣質の炉材と推察される。
（3）顕微鏡組織観察
・粒状津は、溶融状態の鉄津（酸化鉄皮膜や鉄津）が飛散して、水中で急速に冷却されたものと推察
　される。粒子には凝固過程でガスが発生して閉じ込められた中空が観察された。粒状津のサイズは、
　最大7mm・最小0．8mmで、平均φ2．5mmであった。通常の鍛冶工程で発生する粒状津の大きさ
　である。粒状津のミクロ組織は白色のウスタイト（FeO）で、繭玉状・羊歯状のやや緻密な組織で
　あった。鋳化が進行した粒状津（オキシ水酸化鉄：レピドクロサイトγ一FeOOH）も含まれていた。
・鍛造剥片は、鍛造工程で鉄表面の酸化鉄皮膜が剥離して、飛散したものと推察される。虫食い状に
溶出したと見られる孔が多数見られる組織と緻密な組織が観察された。板状で、厚さは、最大650
　μm・最小200μmで、平均350μmであった。緻密な組織の鉄素材は純鉄（軟鉄）で、斑状に孔
が見られる組織の鉄素材は亜共析鋼（低炭素鋼）であったと推察される。鉄片が抽出されなかった
　ので、鉄素材を特定できなかった。
　鍛冶工程の典型的な鍛造剥片が大量に抽出されたので、いわゆる小鍛冶で発生したものと推察され
る。素材鉄の精錬や砂鉄製錬は行われていなかったようである。使用された工具類の修理が主に行わ
れていたのではないだろうか。なお、微細砕石片には角が立っているものが多かった。砂金岩を砕い
て砂金を採取していたかもしれないが、現資料だけでは断定できない。
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・製造工程上の鉄津分類
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図5　砂鉄系鍛冶津と鉱石系製錬津の分類
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図6　粘土遺物の科学成分と耐火度との関係
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図版1　外観写真（化学成分分析試料）
No．1（鉄津小片）（炉1）
・°
No．2（炉材片）（炉1） No．3（鉄津塊）（炉1）
No．4（被熱粘土）（炉2） No．5（鉄津塊）（炉2）
No．7　B－3　（292）　B－3　（（293） Nα6（南西隅）
・・騰●
●縛●蝉● ●・
Nα8（木炭片）B．3（298，299）　　Nα9E1（904）No．10　D・8（868）
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図版2　顕微鏡マクロ組織（粒状津）
　　　　No．1炉（1）（大）粒状津
図版3　顕微鏡ミクロ組織（粒状津）
×60　3mm：50μm
No．2炉（1）（中）粒状津
×240　6mm：25μm
No．1　炉（1）（大）粒状津
図版4　顕微鏡組織（木炭片）
×6　3cm：5mm ×60　3mm：50μm
No．41　木炭片B－3（298）
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図版5　顕微鏡ミクロ組織（鍛造剥片）
×60　3mm：50μm ×240　6mm：25μm
No．18　A－1（17）鍛造剥片
×60　3mm：50μm x240　6mm：25μm
No．30　炉（1）鍛造剥片（小）
図版6　顕微鏡ミクロ組織（上皮片）
×60　3mm：50μm ×240　6mm：25μm
No．34　上皮B－6（370）
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図版7　顕微鏡ミクロ組織（上皮片）
×60　3mm：50μm ×240　6mm：25μm
No．36　上皮片C－3（508）
×60　3mm：50μm ×240　6mm：25μm
No．37　上皮片C5（565）
×60　3mm；50μm ×240　6mm；25μm
No．38　上皮片D　1（694）
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PL－1
第一・二次調査区（白線内）全景（上が南東）
PL－2
第一次調査区全景（上が南西）
第二次調査区全景（ヒが南西）
PI．－3
第一次調査区水路a断面（南西から）
第一次調査区水路c構築状況（東から）
第一次調査区水路下石積遺構a検出状況（南西から）
第一次調査区水路a底面（北東から）
第一次調査区水路b構築状況（北東から）
PL－4
第二次調査区第1号住居跡全景（南東から）
第二次調査区第1号住居跡炉跡全景（北から）
第二次調査区第］号住居跡出人口部全景（南西から）
PL－5
第二次調査区水路全景（北西から）
第二次調査区水路内立石c全景（北から） 第二次調査区水路断面（北西から）
PI．－6
第二次調査区道路状遺構全景（南東から）
第二次②調査区試掘トレンチ（右が北西） 第二次②調査区試掘トレンチ断面（北から）
PL－7
第一次調査作業風景
第一次調査作業風景
第二次調査作業風景
第一次調査作業風景
第二次調査作業風景
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